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面
処
理

面
処
理
が
　
件
で
件
で
　
億
８
２

億
８
２

1616

2525

１
１
万
５
７
０
０
円
、
電

１
１
万
５
７
０
０
円
、
電
気

設
備
設
備
が
　
件
で
件
で
　
億
４
７

億
４
７
４

1313

1919

８
万
円
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

８
万
円
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
６
件

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
６
件
で
　1717

億
６
２
０
０
万
円
、
受
変

億
６
２
０
０
万
円
、
受
変
電

設
備
設
備
が
　
件
で
件
で
　
億
９
６

億
９
６
３

1313

1515

０
万
円
、
塗
装

０
万
円
、
塗
装
が
　
件
で
件
で
　

1717

1010

億
６
１
２
１
万
円
、
セ
メ

億
６
１
２
１
万
円
、
セ
メ
ン

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
４

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
４
件

で
９
億
９
２
９
０
万
円
、

で
９
億
９
２
９
０
万
円
、
造

園
が
　
件
で
６
億
７
８
２

件
で
６
億
７
８
２
万

1515

７
０
０
０
円
、
暖
冷
房
衛

７
０
０
０
円
、
暖
冷
房
衛
生

設
備
が
４
件
で
４
億
４
０

設
備
が
４
件
で
４
億
４
０
２

０
万
円
、
し
ゅ
ん
せ
つ
が

０
万
円
、
し
ゅ
ん
せ
つ
が
３

件
で
２
億
７
７
５
０
万
円

件
で
２
億
７
７
５
０
万
円
だ

意
契
約
（
特
命
）

意
契
約
（
特
命
）
が
　
件
で
件
で
　

2222

2525

億
３
２
２
３
万
円
、
不
調

億
３
２
２
３
万
円
、
不
調
随

契
が
　
件
で
　
億
３
万
円

億
３
万
円
と

2323

3131

な
っ
た

な
っ
た
。

　
一
方
、
工
種
別
で
は
、
最

一
方
、
工
種
別
で
は
、
最
も

多
い
一
般
土
木
が
２
８
０

多
い
一
般
土
木
が
２
８
０
件

で
７
３
７
億
５
７
２
８
万

で
７
３
７
億
５
７
２
８
万
８

０
０
０
円
と
な
り
、
維
持

０
０
０
円
と
な
り
、
維
持
修

繕
が
１
６
９
件
で
２
４
５

繕
が
１
６
９
件
で
２
４
５
億

６
０
９
３
万
１
２
４
７
円

６
０
９
３
万
１
２
４
７
円
と

続
く
。
以
下
、
ア
ス
フ
ァ
ル

続
く
。
以
下
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
舗
装
が
　
件
で
１
０
２
億

件
で
１
０
２
億
５

6565

６
１
６
万
円
、
鋼
橋
上
部

６
１
６
万
円
、
鋼
橋
上
部
が

　
件
で
　

億
９
７
５
０

億
９
７
５
０
万

1515

8585

円
、
通
信
設
備

円
、
通
信
設
備
が
　
件
で
件
で
　

4141

4343

億
１
５
７
６
万
円
、
建
築

億
１
５
７
６
万
円
、
建
築
が

　
件
で
　
億
７
７
８
万
円

億
７
７
８
万
円
、

1919

3838

機
械
設
備

機
械
設
備
が
　
件
で
件
で
　
億
１
億
１

3737

2727

６
１
１
万
３
０
０
０
円
、

６
１
１
万
３
０
０
０
円
、
法

Ｏ
対
象
）

Ｏ
対
象
）
が
　
件
で
１
５

件
で
１
５
８

1515

億
４
６
０
８
万
円
、
同
（
拡

億
４
６
０
８
万
円
、
同
（
拡
大

型
）
が
６
２
３
件
で
１
１

型
）
が
６
２
３
件
で
１
１
２

９
億
２
７
０
万
２
９
４

９
億
２
７
０
万
２
９
４
７

円
、
施
工
体
制
確
認
型
指

円
、
施
工
体
制
確
認
型
指
名

競
争
入
札

競
争
入
札
が
　
件
で
件
で
　
億
３
億
３

3232

4747

０
６
２
万
２
０
０
０
円
、

０
６
２
万
２
０
０
０
円
、
従

来
型
指
名
競
争
入
札
が
２

来
型
指
名
競
争
入
札
が
２
件

で
１
億
６
７
４
０
万
円
、

で
１
億
６
７
４
０
万
円
、
随

こ
れ
ら
は
、
同
局
が
公

　
こ
れ
ら
は
、
同
局
が
公
表

し
て
い
る
月
別
入
札
結
果

し
て
い
る
月
別
入
札
結
果
の

デ
ー
タ
（
４

デ
ー
タ
（
４
月
　
日
時
点
）
を

日
時
点
）
を

2626

ベ
ー
ス
に
し
て
本
紙
が
独

ベ
ー
ス
に
し
て
本
紙
が
独
自

集
計
し
た
も
の

集
計
し
た
も
の
。

　
　
年
度
の
７
１
７
件
、

年
度
の
７
１
７
件
、
１

2020
３
９
２
億
７
９
０
６
万
４

３
９
２
億
７
９
０
６
万
４
９

４
７
円
を
入
札
方
式
別
に

４
７
円
を
入
札
方
式
別
に
み

る
と
、
一
般
競
争
入
札
（
Ｗ

る
と
、
一
般
競
争
入
札
（
Ｗ
Ｔ

中
国
地
方
整
備
局
が
２
０
２
０
年
度

　
中
国
地
方
整
備
局
が
２
０
２
０
年
度
（
　
年
４
月
～

年
４
月
～
　
年
３
月
）
に
契
約
し
た
工

年
３
月
）
に
契
約
し
た
工

2020

2121

事
件
数
は
合
計
で
７
１
７
件
を
数
え
、
発
注
金
額
の
総
額
は
１
３
９
２
億
７
９

事
件
数
は
合
計
で
７
１
７
件
を
数
え
、
発
注
金
額
の
総
額
は
１
３
９
２
億
７
９
０

６
万
４
９
４
７
円
（
税
別
、
以
下
同
）
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
港
湾

６
万
４
９
４
７
円
（
税
別
、
以
下
同
）
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
港
湾
空

港
関
係
除
く
）

港
関
係
除
く
）
。　
年
度
と
比
べ
る
と
、
件
数

年
度
と
比
べ
る
と
、
件
数
は
　
件
減
少
し
た
も
の
の
、
発
注
金

件
減
少
し
た
も
の
の
、
発
注
金
額

1919

5050

は
　
億
４
２
０
７
万
４
９
４
７
円
増
え
た
。
ま
た
、
企
業
別
受
注
額
を
み
る
と
、

億
４
２
０
７
万
４
９
４
７
円
増
え
た
。
ま
た
、
企
業
別
受
注
額
を
み
る
と
、
大

8989
成
建
設

成
建
設
が
　
億
４
４
６
３
万
円
で
首
位
。
中
国
地
方
に
本
社
を
構
え
る
企
業
で
は

億
４
４
６
３
万
円
で
首
位
。
中
国
地
方
に
本
社
を
構
え
る
企
業
で
は
、

4040

井
中
組
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
全
体
の
３
位
に
食
い
込
ん
だ

井
中
組
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
全
体
の
３
位
に
食
い
込
ん
だ
。

地
元
ト
ッ
プ
は
井
中
組

㮇
年
度
工
事
発
注
状
況

20

中国整備局

金額　　（単位円）件数2020年度

15,158,399,000994月

4,660,030,000305月

11,442,990,000636月

6,842,063,247527月

15,749,990,000868月

21,293,708,000949月

8,045,545,0004110月

4,664,990,0002011月

5,554,990,0003312月

5,182,778,000261月

6,984,430,000292月

33,699,151,7001443月

139,279,064,947717総計

受注額は大成建設が首受注額は大成建設が首位位

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
苦
渋
の
決
断
と
な

と
か
ら
苦
渋
の
決
断
と
な
っ

た
。
　
な
お
、オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ

な
お
、オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、講
演
動
画
を
視
聴

ラ
ム
は
、講
演
動
画
を
視
聴
す

る
こ
と
で
土
木
学
会
及
び

る
こ
と
で
土
木
学
会
及
び
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
Ｃ

Ｐ
Ｄ
が

Ｐ
Ｄ
が
１
時
間
に
つ
き

時
間
に
つ
き
１
単

位
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

位
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る

予
定
で
、配
信
時
期
等
に
つ

予
定
で
、配
信
時
期
等
に
つ
い

て
は
、後
日
公
開
す
る

て
は
、後
日
公
開
す
る
。

徳
納
会
長
（
福
徳
技
研

　
徳
納
会
長
（
福
徳
技
研
）

は
、「
シ
ョ
ッ
ク
だ
が
、
参

は
、「
シ
ョ
ッ
ク
だ
が
、
参
加

者
の
感
染
リ
ス
ク
等
を
考

者
の
感
染
リ
ス
ク
等
を
考
え

る
と
仕
方
が
な
い
。
今
年

る
と
仕
方
が
な
い
。
今
年
か

ら
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

ら
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
も
認
め
て
も

会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
も
認
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

力
を
注
ぎ
た
い
」
と
し
て

力
を
注
ぎ
た
い
」
と
し
て
い

る
。

た
。
昨
年
同
様
、
オ
ン
ラ
イ

た
。
昨
年
同
様
、
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
講
演

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
講
演
動

画
を
配
信
す
る

画
を
配
信
す
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
２
０

１
３
年
か
ら
全
国
開
催
を

年
か
ら
全
国
開
催
を
開

始
し
、
近
年
で
は
延
べ

始
し
、
近
年
で
は
延
べ
７
０

０
０
０
０
人
超
を
動
員
す
る
ま

人
超
を
動
員
す
る
ま
で

に
成
長
。
今
年
は
あ

に
成
長
。
今
年
は
あ
す
　
日
1212

の
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮

の
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切

り
に
全

り
に
全
国
　

会
場
で
開

会
場
で
開
催

2020

し
、「
事
例
に
み
る
コ
ン
ク

し
、「
事
例
に
み
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命
の

延
ば
し
方
」
を
テ
ー
マ
と

延
ば
し
方
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
多
彩
な
講
師
陣
が
登
壇

た
多
彩
な
講
師
陣
が
登
壇
予

定
だ
っ
た
が
、
各
都
市
で

定
だ
っ
た
が
、
各
都
市
で
感

染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か

染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
急
速
な
感
染
拡
大
状
況

の
急
速
な
感
染
拡
大
状
況
を

か
ん
が
み
、
今
年
度
に
予

か
ん
が
み
、
今
年
度
に
予
定

し
て
い
た
「
コ
ン
ク
リ
ー

し
て
い
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
２

１
」
の
全
会
場
中
止
を
決

」
の
全
会
場
中
止
を
決
め

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
会
場
を
中
止

コ ン ク リ ート
メンテナンス協会

代
わ
り
に
講
演
動
画
配
信
へ

徳
納
剛
会
長

工
業
工
業
、　

点
（
Ⅲ

点
（
Ⅲ
）

8181

　
▽
令
和

▽
令
和
２
年
度
国
道

年
度
国
道
１
８

０
号
道
路
情
報
表
示
設
備

号
道
路
情
報
表
示
設
備
外

＝
名
古
屋
電
機
工
業

＝
名
古
屋
電
機
工
業
、　

点
8181

（
Ⅱ
（
Ⅱ
）

ョ
ー
ボ
ン
ド
建
設

ョ
ー
ボ
ン
ド
建
設
、　

点
8282

（
Ⅱ
（
Ⅱ
）

▽
国
道

　
▽
国
道
２
号
爪
崎
高
架

号
爪
崎
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
５
＝
森

山
建
設

山
建
設
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7777

▽
国
道

　
▽
国
道
２
号
爪
崎
高
架

号
爪
崎
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
４
＝
山

陽
ロ
ー
ド
工
業

陽
ロ
ー
ド
工
業
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

7878

▽
国
道

　
▽
国
道
２
号
爪
崎
高
架

号
爪
崎
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
３
＝
山

陽
ロ
ー
ド
工
業

陽
ロ
ー
ド
工
業
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8181

  ▽
国
道

▽
国
道
２
号
爪
崎
高
架

号
爪
崎
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
２
＝
中

国
化
工
建
設

国
化
工
建
設
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

7878

  ▽
国
道

▽
国
道
２
号
大
西
高
架

号
大
西
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
４
＝
中

国
化
工
建
設

国
化
工
建
設
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8181

▽
玉
島
笠
岡
道
路
六
条

　
▽
玉
島
笠
岡
道
路
六
条
院

西
地
区
第

西
地
区
第
５
改
良
＝
三
幸

改
良
＝
三
幸
工

務
店
務
店
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8383

▽
玉
島
笠
岡
道
路
里
庄

　
▽
玉
島
笠
岡
道
路
里
庄
地

区
第
区
第
４
改
良
＝
三
幸
工

改
良
＝
三
幸
工
務

店
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7878
▽
岡
南
保
守
＝
東
亜
道

　
▽
岡
南
保
守
＝
東
亜
道
路

工
業
工
業
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8181

▽
岡
山
東
部
保
守
＝
大

　
▽
岡
山
東
部
保
守
＝
大
林

道
路
道
路
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7575

▽
岡
山
環
状
南
道
路
大

　
▽
岡
山
環
状
南
道
路
大
福

高
架
橋
鋼
上
部
＝
日
本
鉄

高
架
橋
鋼
上
部
＝
日
本
鉄
塔

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
国
道

年
度
国
道
２
号

備
前
地
区
環
境
整
備
＝
Ｎ

備
前
地
区
環
境
整
備
＝
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8080

▽
笠
岡
バ
イ
パ
ス
茂
平

　
▽
笠
岡
バ
イ
パ
ス
茂
平
地

区
第
区
第
４
改
良
＝
蜂
谷
工
業

改
良
＝
蜂
谷
工
業
、

　
点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7979
▽
岡
山
環
状
南
道
路
大

　
▽
岡
山
環
状
南
道
路
大
福

地
区
第

地
区
第
６
改
良
＝
中
央

改
良
＝
中
央
建

設
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8080
▽
岡
山
環
状
南
道
路
古

　
▽
岡
山
環
状
南
道
路
古
新

田
地
区
第

田
地
区
第
４
改
良
＝
三
幸

改
良
＝
三
幸
工

務
店
務
店
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8181

▽
令
和
元
年
度
国
道

　
▽
令
和
元
年
度
国
道
２
号

岡
山
南
部
地
区
舗
装
修
繕

岡
山
南
部
地
区
舗
装
修
繕
＝

東
亜
道
路
工
業

東
亜
道
路
工
業
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8585

▽
国

　
▽
国
道
　
号
御
津
草
生

号
御
津
草
生
第

5353

３
歩
道
整
備
＝
大
都
建
設

歩
道
整
備
＝
大
都
建
設
、

　
点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8080
▽
国
道

　
▽
国
道
２
号
道
口
高
架

号
道
口
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
６
＝
山

陽
ロ
ー
ド
工
業

陽
ロ
ー
ド
工
業
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8383

　
▽
国
道

▽
国
道
２
号
道
口
高
架

号
道
口
高
架
橋

耐
震
補
強
補
修
そ
の

耐
震
補
強
補
修
そ
の
４
＝
シ

【
福
山
】
ア
マ
ノ
（
尾
道

　
【
福
山
】
ア
マ
ノ
（
尾
道
市

東
尾
道
、
天
野
裕
社
長
）
は

東
尾
道
、
天
野
裕
社
長
）
は
、

来
月
に
開
催
を
予
定
し
て

来
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
「
令
和

た
「
令
和
３
年
度
安
全

年
度
安
全
大

会
」
に
つ
い
て
、
中
止
を

会
」
に
つ
い
て
、
中
止
を
決

め
た
め
た
。

　
６
月
６
日
に
安
芸
郡
坂

日
に
安
芸
郡
坂
町

の
サ
ン
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で

の
サ
ン
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
た
が

開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

安
全
大
会
を

中

止ア
マ
ノ

月
１
日
⑤
日
⑤
１
２
３

１
２
３
０
釈

【
岡
山

　【
岡
山
】

▽
マ
ル
ナ
カ
灘
崎
店（
岡

　
▽
マ
ル
ナ
カ
灘
崎
店（
岡
山

市
南
区
西
高
崎

市
南
区
西
高
崎
５
―
３
０
３
０
４

ほ
か
）①
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

ほ
か
）①
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西

日
本
②
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西

日
本
②
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日

本
③
本
③
３
月
　
日
④
日
④
　
月
　
日

1717

1111

1818

【
広
島

　【
広
島
】

▽
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス

　
▽
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
新

市
店（
福
山
市
新
市
町
大
字

市
店（
福
山
市
新
市
町
大
字
戸

手
７
８
０

７
８
０
―
３
ほ
か
ほ
か
６
筆
）
筆
）①

コ
ス
モ
ス
薬
品
②
コ
ス
モ

コ
ス
モ
ス
薬
品
②
コ
ス
モ
ス

薬
品
③

薬
品
③
３
月
４
日
④
　
月
５

1111

日
⑤
日
⑤
１
４
７

１
４
７
９
釈

▽
藤
三
港
町
店（
呉
市
光

　
▽
藤
三
港
町
店（
呉
市
光
町

　
―
　
ほ
か
）①
藤
三
、ワ

ほ
か
）①
藤
三
、ワ
ー

6565

7474

ク
マ
ン
②
藤
三
、ワ
ー
ク
マ

ク
マ
ン
②
藤
三
、ワ
ー
ク
マ
ン

ほ
か
③

ほ
か
③
３
月
　
日
④
日
④
　
月
１

3131

1212

日
⑤
日
⑤
３
６
１

３
６
１
６
釈

【
山
口

　【
山
口
】

　
▽
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
小
月

▽
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
小
月
店

（
下
関
市
清
末
鞍
馬

（
下
関
市
清
末
鞍
馬
３
―
１
１

０
７
０
７
―
１
）①
ダ
イ
レ
ッ
ク

）①
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

②
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
③

②
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
③
３
月
　
日
1515

④
　
月
　
日
⑤
日
⑤
２
１
８

２
１
８
９
釈

1111

1616

▽
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
下
関

　
▽
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
下
関
店

（
下
関
市
一
の
宮
町

（
下
関
市
一
の
宮
町
１
―
４
―

　
）①
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
②
ダ

）①
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
②
ダ
イ

2020レ
ッ
ク
ス
③

レ
ッ
ク
ス
③
３
月
　
日
④
日
④
　

3030

1212

経
済
産
業
省
は
、

　
経
済
産
業
省
は
、２
０
２

２
０
２
１

年
３
月
単
月
に
お
け
る
大

月
単
月
に
お
け
る
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基

模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

く
新
設
届
出
状
況
を
ま
と

く
新
設
届
出
状
況
を
ま
と
め

た
。中
国
地
区
で
は
計

た
。中
国
地
区
で
は
計
８
件
の

新
設
届
出
が
行
わ
れ
、そ
の

新
設
届
出
が
行
わ
れ
、そ
の
内

訳
は
、広
島
・
山
口
・
岡
山
・

訳
は
、広
島
・
山
口
・
岡
山
・
島

根
で
各

根
で
各
２
件
だ
っ
た
。な
お

件
だ
っ
た
。な
お
、

　
年
度
の
件
数
は
合
計

年
度
の
件
数
は
合
計
で
　

2020

4040

件
を
数
え

件
を
数
え
、
　
年
度（

年
度（
　
件
）と

件
）と

1919

2929

比
べ
る

比
べ
る
と
　
件
増
え
た

件
増
え
た
。

1111

　
３
月（月（
８
件
）の
新
設
届

件
）の
新
設
届
出

概
要
は
次
の
通
り

概
要
は
次
の
通
り
。

▽
大
規
模
小
売
店
舗
名（

　
▽
大
規
模
小
売
店
舗
名（
所

在
地
）①
建
物
設
置
者
名
②

在
地
）①
建
物
設
置
者
名
②
小

売
業
者
名
③
届
出
日
④
新

売
業
者
名
③
届
出
日
④
新
設

す
る
日
⑤
店
舗
面
積
の
順

す
る
日
⑤
店
舗
面
積
の
順
※

店
舗
名
は
仮
称
あ

店
舗
名
は
仮
称
あ
り

⑤
２
３
５

２
３
５
０
釈

▽
ザ
グ
ザ
グ
志
戸
部
店（

　
▽
ザ
グ
ザ
グ
志
戸
部
店（
津

山
市
沼
字
角
田

山
市
沼
字
角
田
８
４
１

８
４
１
―
１

ほ
か
）①
ザ
グ
ザ
グ
②
ザ
グ

ほ
か
）①
ザ
グ
ザ
グ
②
ザ
グ
ザ

グ
③
グ
③
３
月
　
日
④
日
④
　
月
　
日

2424

1111

2525

⑤
１
３
６

１
３
６
１
釈

【
島
根

　【
島
根
】

▽
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
神
西

　
▽
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
神
西
店

（
出
雲
市
神
西
沖
町

（
出
雲
市
神
西
沖
町
１
４
４

１
４
４
４

―
２
ほ
か
）①
ジ
ュ
ン
テ
ン

ほ
か
）①
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド

ー
②
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
③

ー
②
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
③
３
月

　
日
④
　
月
１
日
⑤
日
⑤
３
０
３
０
８

2222

1010

１
釈▽

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
出
雲

　
▽
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
出
雲
店

（
出
雲
市
渡
橋
町

（
出
雲
市
渡
橋
町
９
１
１

９
１
１
―
３

ほ
か
）①
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動

ほ
か
）①
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産

②
ビ
ッ
グ
・
エ
ス
③

②
ビ
ッ
グ
・
エ
ス
③
３
月
　
日
2626

④
　
月
　
日
⑤
日
⑤
２
７
２

２
７
２
８
釈

1111

2727

時
）
、
２
０
２
１

２
０
２
１
年
度
第

年
度
第
１
回

「
実
り
あ
る
学
舎
」
を
Ｗ
Ｅ

「
実
り
あ
る
学
舎
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

開
催
す

開
催
す
る
。
土
木
学
会
中

土
木
学
会
中
国

支
部
が
共
催

支
部
が
共
催
し
、
参
加
費
は

参
加
費
は

無
料
。

　
実
り
あ
る
学
舎
は
、学
識

実
り
あ
る
学
舎
は
、学
識
者

や
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

や
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
講
師
を
務
め
る
講
演
会

ト
が
講
師
を
務
め
る
講
演
会
。

最
新
の
情
報
や
気
に
な
る

最
新
の
情
報
や
気
に
な
る
話

題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、技

題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、技
術

力
の
向
上
や
今
後
の
効
率

力
の
向
上
や
今
後
の
効
率
的

な
事
業
展
開
に
つ
な
が
る

な
事
業
展
開
に
つ
な
が
る
場

と
な
る
よ
う
同
事
務
所
が

と
な
る
よ
う
同
事
務
所
が
定

期
的
に
催
し
て
い
る

期
的
に
催
し
て
い
る
。

　
今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会
の

テ
ー
マ
は
『
中
国
地
方
に

テ
ー
マ
は
『
中
国
地
方
に
お

け
る
波
浪
観
測
の
現
状
と

け
る
波
浪
観
測
の
現
状
と
課

題
』
で
、
講
師
は
早
稲
田
大

題
』
で
、
講
師
は
早
稲
田
大
学

　
中
国
地
方
整
備
局
広
島

中
国
地
方
整
備
局
広
島
港

湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所
は

６
月
３
日
（
午
後
午
後
２
時
～
時
～
４

金額（単金額（単位位10001000円）円）件件数数企業企業名名順順位位

4,044,6303大成建設1

2,730,3903日本ファブテック2

2,352,40010井中組3

2,350,58012宮川興業4

2,331,1909出雲土建5

2,277,9009大畑建設6

2,168,5007蜂谷工業7

2,040,1008山陽工業8

2,032,1508伏光組9

1,969,8001佐藤工業10

1,966,8209洋林建設11

1,909,4301西松建設12

1,888,20010今井産業13

1,829,2007三幸工務店14

1,795,7009山陽建設15

1,710,0006天野産業16

1,572,2007加藤組17

1,546,0005カザケン18

1,539,5005井木組19

1,522,7007シマダ20

1,417,8006増岡組21

1,404,1005フクダ22

1,400,0006ＮＩＰＰＯ23

1,395,3007中筋組24

1,381,7006美保テクノス25

1,364,60010藤原組　（鳥取）26

1,333,7506若松建設27

1,269,6802高田機工28

1,266,6005ガイアート29

1,248,3005砂原組30

1,233,1606日本道路31

1,224,9004藤原組　（岡山）32

1,194,5007高橋建設33

1,164,0005大都建設34

金額（単金額（単位位10001000円）円）件件数数企業企業名名順順位位

1,090,7802横河ブリッジ35

1,074,3004奥野組36

1,066,6007山陰建設工業37

1,063,4805肥海建設38

1,037,6604都間土建39

990,4005やまこう建設40

962,0736松江土建41

961,7006まるなか建設42

949,7006中電工43

936,7603三宅建設44

912,7004鹿島道路45

907,6005前田道路46

900,2001三井住友建設47

897,8003ナイカイアーキット48

883,8904山陽ロード工業49

881,9201エム・エムブリッジ50

880,6501前田建設工業51

878,4003栄光テクノ52

877,8004富士建設53

867,2005新光産業54

859,8003中央建設55

843,7886馬野建設56

819,5003今岡工業57

761,8302駒井ハルテック58

760,6003アートコーポレーション59

754,5005重道組60

747,2004技工団61

743,8002共栄組62

743,7003中村建設63

726,5003原工務所64

715,0002フジタ道路65

707,5003大成ロテック66

705,3004大之木建設67

697,3003大福工業68

金額（単金額（単位位10001000円）円）件件数数企業企業名名順順位位

683,5002大栄建設69

665,0004毛利組70

664,3002佐藤渡辺71

643,9002極東興和72

632,7002小田組73

607,1001日本ピーエス74

606,1802笹山工業75

605,9003鴻治組76

602,3505宮田建設77

600,6502目黒建設78

590,0704やすなが工事79

588,7003竹下建設80

583,7002荒木組81

583,0002日本国土開発82

576,1003末沢建設83

562,1007芝通84

551,5002カナツ技建工業85

518,0001りんかい日産建設86

509,0001ＩＨＩインフラシステム87

488,0002コイト電工88

488,0001森本組88

468,5001横河ＮＳエンジニアリング90

458,3003シンケン91

457,1002平井工業92

453,5005山陽電子工業93

448,9004レーンマーク工業94

436,5002マシノ95

421,5003栗栖建設工業96

416,3002広電建設97

406,2002戸田道路98

406,0001住友電設99

393,6002錦建設100

評
定
点
（
工
事
技
術
的
難

評
定
点
（
工
事
技
術
的
難
易

度
評
価
）
の

度
評
価
）
の
順

▽
国

　
▽
国
道
　
号
美
咲
町
歩

号
美
咲
町
歩
道

5353

整
備
そ
の

整
備
そ
の
２
＝
楢
木
建
材

＝
楢
木
建
材
、

　
点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7575
▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
総
社
一

年
度
総
社
一
宮

バ
イ
パ
ス
今
岡
地
区
外
改

バ
イ
パ
ス
今
岡
地
区
外
改
良

＝
中
央
建
設

＝
中
央
建
設
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8080

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
玉
島
笠

年
度
玉
島
笠
岡

道
路
里
庄
地
区
第

道
路
里
庄
地
区
第
６
改
良
改
良
＝

目
黒
建
設

目
黒
建
設
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8080

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
岡
山
国

年
度
岡
山
国
道

管
内
道
路
施
設
設
置
＝
山

管
内
道
路
施
設
設
置
＝
山
陽

　
【
岡
山
】
中
国
地
方
整

岡
山
】
中
国
地
方
整
備

局
岡
山
国
道
事
務
所
は
、

局
岡
山
国
道
事
務
所
は
、
４

月
に
請
負
業
者
へ
の
通
知

月
に
請
負
業
者
へ
の
通
知
を

行
っ
た
工
事
成
績
評

行
っ
た
工
事
成
績
評
定
　
件
3030

を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
最
高
点
は
東
亜
道
路

と
、
最
高
点
は
東
亜
道
路
工

業
が
「
令
和
元
年
度
国
道

業
が
「
令
和
元
年
度
国
道
２

号
岡
山
南
部
地
区
舗
装
修

号
岡
山
南
部
地
区
舗
装
修
繕

工
事
」
で
獲
得
し

工
事
」
で
獲
得
し
た
　

点
8585

（
工
事
技
術
的
難
易
度
評

（
工
事
技
術
的
難
易
度
評
価

Ⅱ
）
だ
っ
た

Ⅱ
）
だ
っ
た
。

評
定
点
等
は
次
の
通
り

　
評
定
点
等
は
次
の
通
り
。

▽
工
事
名
＝
請
負
業
者

　
▽
工
事
名
＝
請
負
業
者
、

ロ
ー
ド
工
業

ロ
ー
ド
工
業
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

7777

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
岡
山
環

年
度
岡
山
環
状

南
道
路
藤
田
地
区
第

南
道
路
藤
田
地
区
第
５
改
良

＝
三
幸
工
務
店

＝
三
幸
工
務
店
、　

点
（
Ⅱ
）

点
（
Ⅱ
）

8181

▽
津
山
南
道
路
平
福
地

　
▽
津
山
南
道
路
平
福
地
区

第
３
改
良
＝
中
国
防
災

改
良
＝
中
国
防
災
工

業
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7676
▽
総
社
一
宮
バ
イ
パ
ス

　
▽
総
社
一
宮
バ
イ
パ
ス
天

原
地
区
改
良
そ
の

原
地
区
改
良
そ
の
２
＝
三
＝
三
幸

工
務
店

工
務
店
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

8080

▽
岡
山
国
道
管
内
区
画

　
▽
岡
山
国
道
管
内
区
画
線

＝
山
陽
ロ
ー
ド
工
業

＝
山
陽
ロ
ー
ド
工
業
、　

点
7777

（
Ⅱ
（
Ⅱ
）

っ
た
っ
た
。

月
別
の
契
約
件
数
・
発

　
月
別
の
契
約
件
数
・
発
注

金
額
及
び
企
業
別
受
注
額

金
額
及
び
企
業
別
受
注
額
の

ラ
ン
キ
ン
グ
（
上
位
１
０

ラ
ン
キ
ン
グ
（
上
位
１
０
０

者
）
者
）
は
別
表
別
表
の
通
り
。
受
注

の
通
り
。
受
注
額

ト
ッ
プ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

ト
ッ
プ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
工

事
と
な
る
「
令
和
２
年
度

事
と
な
る
「
令
和
２
年
度
木

与
防
災
木
与
第
３
ト
ン
ネ

与
防
災
木
与
第
３
ト
ン
ネ
ル

工
事
」「
令
和
２
年
度
中
国

工
事
」「
令
和
２
年
度
中
国
四

国
管
区
警
察
学
校
生
徒
寮

国
管
区
警
察
学
校
生
徒
寮
建

築
そ
の
他
工
事
」「
令
和
２

築
そ
の
他
工
事
」「
令
和
２
年

９
時
　
分
～
午
後

分
～
午
後
１
時
）、

時
）、Ｃ

1515

ブ
ロ
ッ
ク（

ブ
ロ
ッ
ク（
４
日
午
後

日
午
後
１
時
～

５
時
）の

時
）の
３
つ
に
分
け
て

つ
に
分
け
て
実

施
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、席
は

染
防
止
対
策
と
し
て
、席
は
２

杓
以
上
の
間
隔
を
設
け
る
。

以
上
の
間
隔
を
設
け
る
。定

員
は
員
は
各
　
人
、
人
、１
社
２
人
ま
人
ま
で

4040

と
す
る

と
す
る
。

　
当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、測

当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、測
量

　
山
陽
測
器（
広
島
市
西
区

山
陽
測
器（
広
島
市
西
区
庚

午
北
、桐
木
博
之
社
長
）は

午
北
、桐
木
博
之
社
長
）は
６

月
３
・
４
日
の
日
の
２
日
間
、広

日
間
、広
島

市
西
区
観
音
新
町
の
広
島

市
西
区
観
音
新
町
の
広
島
マ

リ
ー
ナ
ホ
ッ
プ
で「
山
陽
測

リ
ー
ナ
ホ
ッ
プ
で「
山
陽
測
器

フ
ェ
ア

フ
ェ
ア
２
０
２
１

２
０
２
１
」を
開
催

」を
開
催
す

る
。参
加
無
料

る
。参
加
無
料
。

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、Ａ

　
今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、Ａ
ブ

ロ
ッ
ク（

ロ
ッ
ク（
３
日
正
午
～
午
後

日
正
午
～
午
後
５

時
）、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク（

時
）、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク（
４
日
午
日
午
前

6
月
3
・
4
日
に
フ
ェ
ア

山陽測器

申
込
受
付
中

機
器
や
建
設
機
械
の
メ
ー

機
器
や
建
設
機
械
の
メ
ー
カ

ー
が
生
産
性
向
上
に
つ
な

ー
が
生
産
性
向
上
に
つ
な
が

る
最
新
機
器
、シ
ス
テ
ム
を

る
最
新
機
器
、シ
ス
テ
ム
を
説

明
す
る
ほ
か
、会
場
で
は
展

明
す
る
ほ
か
、会
場
で
は
展
示

会
も
行
う
。Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は

会
も
行
う
。Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
３
ユ

ニ
ッ
ト
付
与
さ
れ
る

ニ
ッ
ト
付
与
さ
れ
る
。

今
後
、広
島
県
で
緊
急
事

　
今
後
、広
島
県
で
緊
急
事
態

宣
言
、ま
ん
延
防
止
等
重
点

宣
言
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は

置
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は
中

止
と
す
る

止
と
す
る
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、営
業
部
の
宇
野
木
氏
ま

は
、営
業
部
の
宇
野
木
氏
ま
で

（
電
話
０
８
２

０
８
２
―
２
７
２

２
７
２
―
１

５
６
５
６
７
、http

://w
w
w
.s
a

n
y
o
u
-s
o
k
k
i.c
o
.jp

）。）。

岡山国道事務所

東
亜
道
路
工
業
が
㮇
点
獲
得

85

4
月
の
工
事
成
績
評
定
㮇
件
30

度
国
道
２
号
旭
川
大
橋
耐

度
国
道
２
号
旭
川
大
橋
耐
震

補
強
補
修
そ
の
５
工
事
」

補
強
補
修
そ
の
５
工
事
」
の

計
３
件
を
落
札
し
た
大
成

計
３
件
を
落
札
し
た
大
成
建

設
。
２
位
は
日
本
フ
ァ
ブ

設
。
２
位
は
日
本
フ
ァ
ブ
テ

ッ
ク
で
「
令
和
２
年
度
三
隅

ッ
ク
で
「
令
和
２
年
度
三
隅
・

益
田
道
路
三
隅
川
橋
鋼
上

益
田
道
路
三
隅
川
橋
鋼
上
部

工
事
」
な
ど
計
３
件
を
受

工
事
」
な
ど
計
３
件
を
受
注

し
た
。
３
位
に
は
「
令
和
２

し
た
。
３
位
に
は
「
令
和
２
年

度
北
条
道
路
松
神
地
区
第

度
北
条
道
路
松
神
地
区
第
１

地
盤
改
良
工
事
」
な
ど

地
盤
改
良
工
事
」
な
ど
計
　1010

件
の
工
事
を
落
札
し
た
井

件
の
工
事
を
落
札
し
た
井
中

組
が
食
い
込
み
、
中
国
地

組
が
食
い
込
み
、
中
国
地
方

に
本
社
を
構
え
る
企
業
で

に
本
社
を
構
え
る
企
業
で
は

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
受
注

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
受
注
件

数
だ
け
を
み
る
と
、
最
も

数
だ
け
を
み
る
と
、
最
も
多

い
の
は
受
注
額
で
４
位
に

い
の
は
受
注
額
で
４
位
に
入

っ
た
宮
川
興
業

っ
た
宮
川
興
業
の
　
件
。
次

件
。
次

1212

い
で
、
井
中
組
、
今
井
産
業

い
で
、
井
中
組
、
今
井
産
業
、

藤
原
組
（
鳥
取
）
が

藤
原
組
（
鳥
取
）
が
各
　
件
だ
件
だ

1010

っ
た
。
な
お
、
受
注
業
者
数

っ
た
。
な
お
、
受
注
業
者
数
は

１
者
の
特
定
Ｊ
Ｖ
を
含
め

１
者
の
特
定
Ｊ
Ｖ
を
含
め
、

合
計
で
３
１
２
者
あ
っ
た

合
計
で
３
１
２
者
あ
っ
た
。

主
要
施
設
の
構
造
と
し

主
要
施
設
の
構
造
と
し
て

は
、
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地

は
、
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
上

２
階
地
下

階
地
下
１
階
建
延
べ

階
建
延
べ
４
７

４
６
４
６
・
　

釈
で
、
で
、　

杓
プ
ー
プ
ー

1515

2525

ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
砂
風
呂

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
砂
風
呂
、

露
天
風
呂
な
ど
を
有
し
て

露
天
風
呂
な
ど
を
有
し
て
い

る
。
　
同
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は

同
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
エ

ヌ
デ
ィ
エ
ス
の
み
が
参

ヌ
デ
ィ
エ
ス
の
み
が
参
加

し
、
『
地
域
の
宝
の
再
発
見

し
、
『
地
域
の
宝
の
再
発
見
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
バ
イ
オ

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
を
中
心
と
す

ス
発
電
施
設
を
中
心
と
す
る

複
合
施
設
の
運
営
を
提
案

複
合
施
設
の
運
営
を
提
案
。

施
設
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
エ

施
設
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ

ア
、
発
電
所
エ
リ
ア
、
山

ア
、
発
電
所
エ
リ
ア
、
山
の

駅
エ
リ
ア
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

駅
エ
リ
ア
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
環
境
教
育
エ
リ
ア
を

ン
・
環
境
教
育
エ
リ
ア
を
整

備
す
る
計
画
で
、
選
考
委

備
す
る
計
画
で
、
選
考
委
員

会
に
よ
る
評
価
で
は

会
に
よ
る
評
価
で
は
８
０
８
０
０

点
満
点
中

点
満
点
中
５
３
７

５
３
７
・
５
点
を

獲
得
し
た

獲
得
し
た
。

ゆ
・
ら
・
ら
」
の
土
地
・

ゆ
・
ら
・
ら
」
の
土
地
・
建

物
を
現
状
有
姿
の
ま
ま
売

物
を
現
状
有
姿
の
ま
ま
売
却

す
る
こ
と
で
従
来
の
設
置

す
る
こ
と
で
従
来
の
設
置
目

的
に
と
ら
わ
れ
な
い
跡
地

的
に
と
ら
わ
れ
な
い
跡
地
活

用
方
法
を
募
集
す
る
も
の

用
方
法
を
募
集
す
る
も
の
。

施
設
周
囲
に
立
地
す
る
野

施
設
周
囲
に
立
地
す
る
野
球

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
園
、
老

人
福
祉
施
設
、
宿
泊
施
設

人
福
祉
施
設
、
宿
泊
施
設
と

の
連
携
や
自
然
環
境
に
も

の
連
携
や
自
然
環
境
に
も
配

慮
し
、
地
域
の
活
性
化
（

慮
し
、
地
域
の
活
性
化
（
雇

用
・
賑
わ
い
の
創
出
、
地

用
・
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域

産
業
と
の
連
携
）
に
も
寄

産
業
と
の
連
携
）
に
も
寄
与

す
る
提
案
を
求
め
て
い
た

す
る
提
案
を
求
め
て
い
た
。

　
対
象
施
設
は
、
市
の
ほ

対
象
施
設
は
、
市
の
ほ
ぼ

中
心
と
な
る
松
原
町
神
原

中
心
と
な
る
松
原
町
神
原
２

２
８
１

２
８
１
―
４
に
位
置
し
、

に
位
置
し
、
公

簿
面
積

簿
面
積
４
万
９
３
４

９
３
４
２
釈
。

　
【
岡
山
】
高
梁
市
は
、
公

岡
山
】
高
梁
市
は
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事

業
者
の
選
定
を
進
め
て
い

業
者
の
選
定
を
進
め
て
い
た

「
旧
高
梁
市
健
康
増
進
施

「
旧
高
梁
市
健
康
増
進
施
設

『
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら

『
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
』

跡
地
活
用
事
業
」
に
つ

跡
地
活
用
事
業
」
に
つ
い

て
、
エ
ヌ
デ
ィ
エ
ス
（
岡

て
、
エ
ヌ
デ
ィ
エ
ス
（
岡
山

市
南
区
）
を
優
先
交
渉
権

市
南
区
）
を
優
先
交
渉
権
者

に
選
ん
だ
。

に
選
ん
だ
。
６
月
下
旬
に

月
下
旬
に
も

市
有
財
産
売
買
契
約
を
締

市
有
財
産
売
買
契
約
を
締
結

す
る
予
定
だ

す
る
予
定
だ
。

同
事
業
は
、

　
同
事
業
は
、
２
０
０
０

２
０
０
０
年

　
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
市

月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
市
民

1111の
健
康
増
進
を
図
る
と
と

の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も

に
広
域
交
流
の
拠
点
施
設

に
広
域
交
流
の
拠
点
施
設
と

し
て
地
域
活
性
化
に
大
き

し
て
地
域
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し

役
割
を
果
た
し
、　

年
１
月

1313

に
休
館
し
た
「
朝
霧
温

に
休
館
し
た
「
朝
霧
温
泉

旧
健
康
増
進
施
設
跡
地
活
用

高梁市
プロポ

優
先
交
渉
権
者
に
エ
ヌ
デ
ィ
エ
ス

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
岡
山
国

年
度
岡
山
国
道

事
務
所
管
内
電
線
共
同
溝

事
務
所
管
内
電
線
共
同
溝
補

修
＝
コ
ー
ザ
イ
道
路

修
＝
コ
ー
ザ
イ
道
路
、　

点
7979

（
Ⅲ
（
Ⅲ
）

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
岡
山
国

年
度
岡
山
国
道

経産省

3
月
は
中
国
地
区
で
8
件

大
店
立
地
新
設
届
出
状
況

6月3日に「実りある学舎」
波浪観測の現状・課題がテーマ

広島技調

管
内
電
気
設
備
＝
報
国

管
内
電
気
設
備
＝
報
国
電

設
、　

点
（
Ⅱ

点
（
Ⅱ
）

7373

　
▽
岡
山
国
道
管
内
照
明

▽
岡
山
国
道
管
内
照
明
保

守
＝
タ
イ
セ
イ
電
工

守
＝
タ
イ
セ
イ
電
工
、　

点
7777

（
Ⅱ
（
Ⅱ
）

ぞ
れ
に
対
し
て
設
定
し
た

ぞ
れ
に
対
し
て
設
定
し
た
目

標
値
以
下
に
減
少
さ
せ
る

標
値
以
下
に
減
少
さ
せ
る
た

め
の
呼
び
か
け
、
取
り
組

め
の
呼
び
か
け
、
取
り
組
み

な
ど
を
徹
底
す
る

な
ど
を
徹
底
す
る
。

　
死
亡
災
害
の
占
め
る
割

死
亡
災
害
の
占
め
る
割
合

の
高
い
業
種
で
あ
る
建
設

の
高
い
業
種
で
あ
る
建
設
業

に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は
、　
年
に
比
べ

年
に
比
べ

1919

死
亡
災
害
件
は

死
亡
災
害
件
は
１
件
、
死

件
、
死
傷

者
件
者
件
数
　
件
減
少
し
た
も

件
減
少
し
た
も
の

1010

の
、
死
亡
災
害
の

の
、
死
亡
災
害
の
５
割
を
「

割
を
「
墜

落
・
落
・
転
落
」
災
害
が
占
め
て

」
災
害
が
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
高
所
作
業

る
こ
と
か
ら
、
高
所
作
業
時

に
お
け
る
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

に
お
け
る
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

墜
落
制
止
用
保
護
具
に
つ

墜
落
制
止
用
保
護
具
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
周
知
徹
底

て
、
引
き
続
き
、
周
知
徹
底
す

る
と
し
た

る
と
し
た
。

そ
の
他
、
全
産
業
に
対

　
そ
の
他
、
全
産
業
に
対
し

て
、
高
年
齢
労
働
者
等
の

て
、
高
年
齢
労
働
者
等
の
労

働
災
害
防
止
対
策
（
エ
イ

働
災
害
防
止
対
策
（
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
転
倒
災
害
の
防
止
策
）

ン
、
転
倒
災
害
の
防
止
策
）
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

る
感
染
症
予
防
対
策
、
熱

る
感
染
症
予
防
対
策
、
熱
中

症
の
予
防
対
策
、
墜
落
・

症
の
予
防
対
策
、
墜
落
・
転

落
・
転
倒
対
策
な
ど
の
徹

落
・
転
倒
対
策
な
ど
の
徹
底

を
呼
び
か
け
る

を
呼
び
か
け
る
。

８
５
８
５
人
（
　
人
減
、
同

人
減
、
同
５
・
１

1010

％
減
）
、「
運
輸
交
通
業
」

％
減
）
、「
運
輸
交
通
業
」
１
２

７
人
（
　
人
減
、
同

人
減
、
同
８
・
０
％

1111

減
）
と
な
っ
た

減
）
と
な
っ
た
。

事
故
の
型
別
の
発
生
状

　
事
故
の
型
別
の
発
生
状
況

で
み
る
と
、「
転
倒
」
に
よ

で
み
る
と
、「
転
倒
」
に
よ
る

も
の
が

も
の
が
３
０
５

３
０
５
人
（
同

人
（
同
６
・
３

％
増
）
で
、
最
も
多
く
全
体

％
増
）
で
、
最
も
多
く
全
体
の

　
・
２
％
を
占
め
た
。
次

％
を
占
め
た
。
次
に

2222「
墜
落
・

「
墜
落
・
転
落
」
２
３
５

２
３
５
人
（
人
（
同

２
・
１
％
減
）
、「
動
作
の

％
減
）
、「
動
作
の
反

動
・
無
理
な
動
作
」

動
・
無
理
な
動
作
」
１
９
２

１
９
２
人

（
同
　
・
０
％
増
）
、「
は
さ

％
増
）
、「
は
さ
ま

3434

れ
・
巻
き
込
ま
れ
」

れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
１
５
２

１
５
２
人

（
同
（
同
２
・
６
％
減
）
と
続
き
、

％
減
）
と
続
き
、
依

然
「
転
倒
」「
墜
落
・

然
「
転
倒
」「
墜
落
・
転
落
」
が
」
が

事
故
の
型
別
の
上
位
を
占

事
故
の
型
別
の
上
位
を
占
め

て
い
る

て
い
る
。

山
口
労
働
局
で
は
、「

　
山
口
労
働
局
で
は
、「
第
　1313

次
労
働
災
害
防
止
計
画
」（

次
労
働
災
害
防
止
計
画
」（
　1818

～
　
年
度
ま
で
の

年
度
ま
で
の
５
カ
年
カ
年
）

2222
に
お
い
て
（
労
働
災
害
に

に
お
い
て
（
労
働
災
害
に
よ

る
死
亡
者

る
死
亡
者
数
　
％
（
％
（
　
人
以
人
以

1515

1010

下
）
及
び
死
傷
者
数
を

下
）
及
び
死
傷
者
数
を
５
％

（
１
２
１
３

１
２
１
３
人
以
下
）
以
上

人
以
下
）
以
上
減

少
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て

少
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
、

重
点
業
種
を
設
定
し
、
そ

重
点
業
種
を
設
定
し
、
そ
れ

の
状
況
だ
っ
た

の
状
況
だ
っ
た
。

一
方
、
労
働
災
害
に
よ

　
一
方
、
労
働
災
害
に
よ
る

死
傷
者
数
（
死
亡
・
休
業

死
傷
者
数
（
死
亡
・
休
業
４
日

以
上
）
は

以
上
）
は
１
３
７
１

１
３
７
１
人
で
、

人
で
、
前

年
の
年
の
１
３
２
２

１
３
２
２
人
か
人
か
ら
　
人
4949

増
え
た
。
こ
の
う
ち

増
え
た
。
こ
の
う
ち
、　
歳
以
歳
以

6060

上
の
高
年
齢
労
働
者
は
過

上
の
高
年
齢
労
働
者
は
過
去

最
も
多
い

最
も
多
い
４
０
６

４
０
６
人
で
、

人
で
、
全

体
の
体
の
３
割
弱
を
占
め
た
。

割
弱
を
占
め
た
。
４

０
６
０
６
人
の
う
ち
「
そ
の
他

人
の
う
ち
「
そ
の
他
の

第
３
次
産
業
」
に
従
事
し

次
産
業
」
に
従
事
し
て

い
る
高
年
齢
労
働
者
が

い
る
高
年
齢
労
働
者
が
１
０

８
人
を
占
め
て
い
た

人
を
占
め
て
い
た
。

業
種
別
の
死
傷
者
数

　
業
種
別
の
死
傷
者
数
で

は
、
多
い
順
に
「
そ
の
他
の

は
、
多
い
順
に
「
そ
の
他
の
第

３
次
産
業
」

次
産
業
」
３
３
９

３
３
９
人
（
　
人
5454

増
、
増
減

増
、
増
減
率
　
・
９
％
減
）

％
減
）
、

1818

「
製
造
業
」

「
製
造
業
」
３
２
８

３
２
８
人
（
人
（
１
人

減
、
同

減
、
同
０
・
３
％
減
）
、「
小

％
減
）
、「
小
売

業
」
業
」
１
９
８

１
９
８
人
（
　
人
増
、
同

人
増
、
同

3838

　
・
８
％
増
）
、「
建
設
業
」

％
増
）
、「
建
設
業
」
１

2323

上
の
死
傷
者
数
は
、

上
の
死
傷
者
数
は
、
１
３
１
３
７

１
人
で
前
年

人
で
前
年
を
　
人
上
回
っ

人
上
回
っ

4949

た
。
う
ち
、
死
亡
者
数
は
、

た
。
う
ち
、
死
亡
者
数
は
、
前

年
と
同
数

年
と
同
数
の
　
人
だ
っ
た

人
だ
っ
た
。

1111

死
亡
者

　
死
亡
者
数
　
人
の
う
ち

人
の
う
ち
、

1111

建
設
業
が
前
年
よ
り

建
設
業
が
前
年
よ
り
１
人
減

っ
た
も
の
の
、
全
産
業
を

っ
た
も
の
の
、
全
産
業
を
通

じ
て
最
も
多
い

じ
て
最
も
多
い
４
人
（
前

人
（
前
年

比
１
人
減
）
、
次
に
農
林
業

減
）
、
次
に
農
林
業
２

人
（
同

人
（
同
２
人
増
）
、
第

人
増
）
、
第
３
次
産

業
（
小
売
業
、
社
会
福
祉

業
（
小
売
業
、
社
会
福
祉
施

設
、
飲
食
業
、
そ
の
他
の
第

設
、
飲
食
業
、
そ
の
他
の
第
３

次
産
業
）
は
前
年
と
同
じ

次
産
業
）
は
前
年
と
同
じ
２

人
、
製
造
業
、
鉱
業
、
貨
物

人
、
製
造
業
、
鉱
業
、
貨
物
取

扱
業
が
各

扱
業
が
各
１
人
。

死
亡
事
故
の
型
別
は
、「

　
死
亡
事
故
の
型
別
は
、「
墜

落
・
転
落
」「
飛
来
・
落
下
」「

落
・
転
落
」「
飛
来
・
落
下
」「
交

通
事
故
」が
各

通
事
故
」が
各
２
人
、「
転
倒

人
、「
転
倒
」

「
崩
落
・
倒
壊
」「
は
さ
ま
れ

「
崩
落
・
倒
壊
」「
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
」「
有
害
物
と

巻
き
込
ま
れ
」「
有
害
物
と
の

接
触
」「
そ
の
他
」
が
各

接
触
」「
そ
の
他
」
が
各
１
人

【
山
口
】
山
口
労
働
局
（

　
【
山
口
】
山
口
労
働
局
（
村

井
完
也
局
長
）
は
、
山
口
県

井
完
也
局
長
）
は
、
山
口
県
内

に
お
け
る

に
お
け
る
２
０
２
０

２
０
２
０
年
（
年
（
1

～
　
月
）
の
労
働
災
害
発

月
）
の
労
働
災
害
発
生

1212
状
況
を
ま
と
め
、
公
表
し
た

状
況
を
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

　
年
の
死
亡
・
休
業

年
の
死
亡
・
休
業
４
日
以

2020

山口労働局

㮇
年
労
働
災
害
発
生
状
況
ま
と
め
る

20

死
亡
者
数
は
前
年
と
同
じ
㮇
人
11

非
常
勤
講
師
の
永
井
紀
彦

非
常
勤
講
師
の
永
井
紀
彦
氏

（
エ
コ
ー
常
任
顧
問
）
が
務

（
エ
コ
ー
常
任
顧
問
）
が
務
め

る
。
　
聴
講
希
望
者

聴
講
希
望
者
は
　
日
ま
で

日
ま
で

2121

に
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

に
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
掲
載
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
む
こ
と
。
講
演

ら
申
し
込
む
こ
と
。
講
演
会

は
、
土
木
学
会
継
続
教
育
（

は
、
土
木
学
会
継
続
教
育
（
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
Ｃ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
と

Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
と
な

る
。
な
お
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ

る
。
な
お
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
は
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

テ
ム
は
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
ｆ
ｔ
 
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
で

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
で
配

信
。　
日
に
任
意
で
接
続

日
に
任
意
で
接
続
テ

2727

ス
ト
を
行
う
予
定
に
な
っ

ス
ト
を
行
う
予
定
に
な
っ
て

い
る
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
同
事

　
問
い
合
わ
せ
先
は
同
事
務

所
調
査
課
（
電
話

所
調
査
課
（
電
話
０
８
２

０
８
２
―

２
５
０

２
５
０
―
１
９
０
２

１
９
０
２
）
。

症
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接

症
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
メ
ド
が
見
通
せ
な
い
現

の
メ
ド
が
見
通
せ
な
い
現
状

で
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク

で
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を

避
け
る
必
要
が
あ
る
と
判

避
け
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
中
止
を
決
め
た

し
、
中
止
を
決
め
た
。

「
ア
マ
ノ
安
全
協
力
会

　
「
ア
マ
ノ
安
全
協
力
会
」

会
員
に
は
、
今
月

会
員
に
は
、
今
月
７
日
付
日
付
で

中
止
を
通
知
。
来
年
度
の

中
止
を
通
知
。
来
年
度
の
安

全
大
会
に
つ
い
て
は
、
現

全
大
会
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
に
お
い
て

点
に
お
い
て
２
０
２
２

２
０
２
２
年
６

月
　
日
（
土
）
に
、
ホ
テ

日
（
土
）
に
、
ホ
テ
ル

1818
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
の

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　


